【消防職員】

〔分析結果〕

〇　40職種別では，「消防職員」100.0％となっている。

〇　男女別では，「男性」が100.0％となっている。

〇　年齢層別では，「50歳代」が47.4％で最も高く，半数近くを占めている。「20歳代」21.1％，「30歳代」・「40歳代」がそれぞれ15.8％で続いている。

〇　月別分類では，「9月」・「12月」がそれぞれ15.8％で最も高く，「6月」・「10月」・「１月」・「3月」がそれぞれ10.5％で続いている。

〇　曜日別分類では，「木曜日」・「土曜日」・「日曜日」がそれぞれ21.1％で最も高く，「月曜日」・「水曜日」・「金曜日」がそれぞれ10.5％で続いている。

　　　他の職種に比べて「土曜日」・「日曜日」の比率が高いのが特徴である。

〇　時間別分類では，「8時」・「14時」が26.3％で最も高く，「11時」15.7％が続いている。

〇　事故の型別分類では，「動作の反動・無理な動作」が31.6％で最も高く，「転倒」・「その他」がそれぞれ15.7％で続いている。

〇　起因別分類では，「分類不能」を除き，「材料」・「起因物なし」がそれぞれ20.9％で最も高い。

〇　傷病別分類では，「骨折」が47.3％で最も高く，半数近くを占めている。「打撲・挫傷」21.1％，「創傷・擦過傷」，「その他」がそれぞれ10.5％で続いている。

〇　治癒の状況は，平成22年9月30日現在で，「治癒」89.5％，「未治癒」が10.5％となっている。

〇　療養期間は，平成22年9月30日現在で，「1月以上3月未満」が47.3％で最も高く，「1月未満」26.3％，「3月以上6月未満」，「6月以上12月未満」，「12月以上18月未満」がそれぞれ15.8％で続いている。

療養期間が12月以上に及ぶものが15.8％になっている。

平均の療養期間は4.4月となっている。

〇　災害発生場面別では，「訓練中」が47.4％で最も高く，「出動中」26.3％，「施設内移動中」・「公務通勤」がそれぞれ10.5％で続いている。

〔発生頻度が高い災害〕


○　訓練中の無理な動作によるけが


（ロープ訓練中が最も多い。）











